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中国価格改革の新段階

はじめに

I 価格改吊の推移

II 価格改吊の進展度

III 牛）辛財価格0)改吊

N 「社会t．義巾場経済」と価格改革
おわりに

はじめに

1988年の住から以にかけて，都小、ドや趙紫陽

らのトップ指導者が価格改革を断行すると意思

表明したのを哭機として，中国の各／iirhて商品

0)買しヽあさりや取り付け騒ぎなどのインフレ・

パニックか起こった。その後， 1988勺ー後‘r：から
の調整政策への転換．天安門市件の影評なども

あって，中ililの価格改革は．北時的に頓挫したか

にみえた。だが， 1990年に人ると，消仔沈滞の

今こそ価格改革に打手せよ，との見解が早くも

登場するようになる。 1992年から始まる経済改

革の新段階は，このような価格改吊の先行する

動きによって準備されていた。

本稿ては，まず1980年代から90年代‘fはまて

の価格改吊の歩みを概観する。次に．価格改革

の将来構；屈が描いているところをホした卜て‘．

価格改革の現在までの進展状況を明らかにする。

最後に，中国のめさす「社会t義市場経済」シ

ステムと価格管理のあり Jjとの関係を検討しつ

っ，そのシステムの問題点を探ってみたい。
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I 価格改吊の推移

1． 価格改革の目的と内容

198(）年代の平ばから中国の経済改吊0)屯点か

都巾に移るにともない，価格体系の改革が屯要

な課題として浮 I~してきた。具体的には， 1984

年5月0)第6期全国人民代表大会第 2回会議に

おける趙紫陽(/)政府活動報告や同年10月0) 「経

済システムの改革に関する決定」において，経

済改吊の成否は価格改革に大きく依{-fしていふ

という認識が示されているりI'I)。市場経済にお

いては，価格0)バロメーター機能とパラメータ

ー機能を通じて巾場の均衡が達成され，訂源配

分と所得分配0)あり方も決定される。巾場経済

化を進める中国にとって，価格に対する従来の

行政的管理を廃して， l＇j由な価格決定メカニズ

ムを構哭することはrh場経済システム樹＼’i(/）た

めの必要条件であった。しかしながら， jd期に

わたる行政的叶画管理のドで形成されてきた不

合岬な価格休系は、単に統制を撤廃したからと

いって虹ちに柏合的な体系に転化するわけでは

ない。つまり，価格を自由化するには段取りか

あるし，流通・輸送や情報・通信などの環境条

件の整備もなされねばならない。国民生活に影

曹0)大きい品目については，価格自由化を実施

するより前に，公定価格の調整をl：とする段階

『アシア経済』 XXXVII7 • H 0996. 7 • 8) 



199607080011.TIF

1996doc  99.7.12 6:54 PM  ページ 583

を設けることが必要となる。

ごれまで中国が進めてきた価格改革の内容は，

次の 3つの側面に分けることかてきる (iI-2)0

(1) 各品目間の価格比の調整

(2) 価格竹理方式の多様化（政府固定価格か

ら政府指導価格・市場調節価格への移行）

(3) 価格決定の分権化・下部組織への権限委

譲

中国の経済改革は旧ソ連・東欧で採用された

「ショック療法」と比べ，漸進的改革にそのひ

とつの特徴があるといわれるほ3)。価格改革の

分野においても，珪本的に 1穏歩前進」（一着実

に歩みを進める）の方針を取ってきた。 1985年

1月に発表された田紀雲副首相（昔時）の論文

は．価格改吊の段取りについて，，靡説紛々として

いる現状を踏まえて，「小さな歩幅で様子をみ

ながら進め，『石橋をたたいて渡る』方法を用

いねばならない」という考え方を提出している。

この論文によると，価格体系の1渭整合竹は以下

の4つの分野に現われている国II 0 

第1に，各種の商品間の価格比が不合理であ

る。とりわけ，原材料・エネルキー価格が低す

ぎる。

第2に，農産物の買付価格か販売価格より禍

い。そのために，財政からの価格補助金支出の

増加，農産物取引や加工に対する意欲の減退，

農業生産構造の調整の遅れなどU)事態をまねい

ている。

第3に．品質差か価格に反映されていない。

第4に，第3次産業の料金が安すぎる。

2. 価格改革の 4段踏

1970年代木から始まった中国の価格改革は，

改革・開放政策の進展と呼応しつつ次の4つの

段附を経てきた（注5)り

中国価格改吊の新段階

第1段階は1978年から84年末までで，「初期

段階」といえる。毛沢東時代の長きにわたって

低く抑えられてきた農産物価格や消費財価格な

ど，大量の商品について公定価格の調整が行な

われた。また，第3類商品に属する一部の農産

物や雑多な手工業・軽工業製品の価格が自由化

された。

第2段階は1985年初めから88年の第3|Jり半期

にかけてである。価格改革は「発展段階」に入

った。豚、野菜などの農産物や予約買付以外の

食糧の政府買い上げ価格は市場を通じて決めら

れるようになった。，11ー画外の生産財価格や一般

的な消費財用の工業製品の価格も企業に決定権

が与えられた。政府の方針どおりにことが運べ

は，価格改吊はこののち全面展開されるはずで

あった。

ところが，高進するインフレに直面して，価

格改革は1988年第4四半期から第3段階に人っ

た。価格改弔のさらなる推進は一時的に断念さ

れた。価格の管理・決定権の地方や企業への委

譲もストップされた。生活必需品の一部に対し

て，以前の価格統制を復活した地方もある。

だが，この「停滞段階」も長くは続かなかっ

た。社会科学院の劉国光・張卓元・戴園晨らの

諸氏は，市場が売れ行き不振に陥っている今こ

そ価格改革の時機であると主張していた。マネ

ーサプライの増加による物価［昇分を 3匂に抑

え込めば，全体の物価上昇率は大衆が耐えられ

る 10~'ふの範囲内に収まるとみている (11 6)。世界

銀行も同様の立場をとっていた（注7)。1989年末

ごろから，当局は大幅な価格調整に乗り出す。

その対象は広い範囲にわたり搾糖原料・搾油原

料などの農産物から石油，鉄鋼，石炭，さらに

は鉄道貨物運賃にまで及んだ。生活消費財の小

， 
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表 1 ，い汲の「4つ())「l由化J の波及過柑（価格分野のみ）

地域 適用品目 対象 発効 H

碩慶巾` I• 6 類19品種（一：綿花．繰り綿， 9,•- ：灯油，ディーゼル

油，ガソリン． ＾ ：化学肥料，農薬，農業用t:ニール． 11小九企業．
fi (・,豚飼料，四：配給食糧，食用油，石炭，肉・肉製 のちに 2(）（）企
品．五：食塩．六：薬品・医療機器）を除いて小売価格 業

の自由化

1991年 1月

・管坪品Hを35品柿（協議価格の貪相・食用油， I’I菜，牛
乳，禍卵なと）に増やして残りを目由化

市内(})令企業 I1991年
-.. !......................... _ ·~・・•-・ • -• -・ •—-

四川省 ・18品種（綿花，灯油，化学肥料．種チ，白菜なと）を除

いて自由化
.．.．．．．．．---.．.．..．----．.．.．．..．.．．--------.．．．.．.．.．--

• 4類12品種を自由化
---------........... -----T..... ;:t ・ ・ ・ rii) ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

成都

狭西省 • 9品種（配給小支粉．粟，ウルチ米、薬品， Ih販h炭，
化学肥料，農薬．；,;:業用ビニール．木材）を除いて125品

種を自由化

全省

• 191品目を自由化

・LPガスを除いて全部を自由化

格

令 省

• 4品種を除いて60品種を自由化 I 西 安

咸陽

I 1991年

• 19品種を除いて102品種を自由化 宝鶏
············---------·······・・・・・・•------—ー・・・・・・・・・-·----------·····------------,-----···-···-···-----

• 6品種を除いて36品種を自由化 楡林地区

延安地区

1991年 7月18日

全省 1991年7月20日

蘭州 1991年7月26日

山東省 1 ・冷蔵庫洗濯機，白黒テレビ，自転巾の差益率怜理を廃止

•水産物を自由化
全省

1991年7月30日

古林省

遼寧省

• 6品種を除いて日用消費品，外食産業，副食品を自由化
.．．．． ・・・・・-・・-・-・・ 

昆明市 I.24品種（配給食瓢食用油，肉， rl)販石炭，食塩，飼料，

統制木材，灯油，農業用ビニールなど）を除いて， 23品

紙（醤油，胤茶屎，白布，サラサ．下着，マッチ，ト

イレットペーパー，カラーテレビなど）を自由化•.-........ てヽ 、‘‘”‘--・・・・・・

・省管理の591品種のうち， 40類475品種を自由化

• 5品種を市・自治州に移管 i 全 省
• 111品種は政府固定価格または指祁価格を継続

.~....．っ．．

[ （魔法瓶，輸出用缶詰，生理用下着など）

• 15品種（化学調味料，白酒，紙，毛布，鉛筆など）
に移管 1 全 省

• 5品種（アルミ製品，高圧鍋．マッチ，石鹸． ステ
ン酸）を固定価格から指導価格に
・・・・・-・・・・・・・・・・ 

済 南

市
~

全 1991年8月25日

1991年 8)J31日

1991年9月2日

IO 
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□・・＿―-一ー五用嘉・[
人連市 ・日用泊貨品31品種（家具，柚除機．佑

（りんこを除く），水I序物（人］］魚を除

理，仕立て代などを自由化

・マッチ，石鹸， ステアリン酸，愉人腕

ら指導価格に

・農産物・加工品12品神（特製小麦粉，

とH用消費品9品種（タオル，洗濯機

前申請制を廃止

• 13品種（綿布，絹製品，ウールシャツ

価格を廃止

広西 •311品種（農産物 6 種，軽工業品14種，

自治区 業産品15種）を自由化

二 •30品種を地区・市に移管

安徽省 ・174品種（アルミ鍋，鉛惰，麺，セメン

署・市に移管

・ 39品種（大曲洒，蛍光灯，魔法瓶なと

南京市 ・llO品種を自由化し，市の直接管理は3

L詢市，・市管刑は396品種から146品種（固定価

69種）に

．値上け巾前申拍は120品種から 8品種l

・差益率を管理している品目も803品種カ
9 9 9 

・繰り綿，灯油，生活用h炭 (LPガスを

中国価格改革の新段階

--- - --

対象 発効 | l 

ょ` ど）．果物

屯気製品修

固定価格か

とんなと）
全市 1991年12月28日

の値上け事

U)業界統-'

全市 1991年内に 5胆l
・・ヽ 今•-

46種，重工

全区 1991年9月1911

•— 

）を行政公

全省 1991年10月15日

山化 l 

1 -

． 全市 1991年11月4日

，指導価格

全市 1991年11月21日

計種に

' I見要薬品 i 
活物資を除いてすべて白 I

（出所） 国家物価局偏息中心「物価信息専[rlli格｀か玉氏□；56~58ペーシ。
売価格についても，洗剤．石鹸．郵便料金，繊

維製品，砂糖，食塩などの価格がり1き上げられ

た。 1990年末から91年初めにかけて．全国の主

要都市で電気・ガス・水道代，市営バス料金．

公園入場料などの公共料金も値上がりした。

1990年末の全国iH画会議において，李鵬首相

は価格改革の原則として，（l）価格改革は政府，

企業大衆の受容能力に配慮する，（2）価格調整

は間隔を空ける．（3）経済情勢の変化を勘案する．

の3つを挙げ， 1真爪ながらも価格改革を進める

方向を示している。 1991年になってからも，弓I

き続き大幅な価格調整が実施された。

1991年 1月，重慶市では「4つの分権化」（経

営，価格，労働．分配）の実験に着手し，選定さ

れた小売企業においては， 6類19品種の商品の

小売価格をすべて市場で決定させることにした。

重慶に続いて， 1991年中に価格決定権の分権化

は各省に広がっていった。その波及過程を表示

したのが表1である。中国の経済改革が試行錯

誤の原則のFに，地域別・分野別に次第に実験

II 
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表 2'1992~!M年の主な価格改革措i酋

く1992年〉

2月14日 ・国家物価局・商業部， 1992年4月1日から食糧予約買い上げ価格と販売価格の引き上げ
3月20日 ・dt画内高価車油生産者価格を 1トン460元から480元に，令国一ff
4月24日 ・水運貨物運貨を平均26%111き上け

7月3日 ・水酸化ナトリウムなど40種の化学t業産品価格を自由化
・統一配分のガラス価格を白由化

・統＾配分セメントの牛Iii：者価格の変動幅を 5％から25％に拡大
•国家物価局，鋼材の全国統一生産者価格 I 類を廃止する通知
鞍山，本渓，武漢，首都，馬鞍山，包頭，攀枝花，太原の 8大製鉄所の統一配分鋼材をす
べてII類価格に

7月4日 ・1Kl家物価局，コークス，製鉄を国家指導価格にする通知
コークスの統一牛産者価格を 1トン270元から310元に引き上げ， 5％以内の幅で変動
堕鋼用鉄の牛産者価格は 1トン61(）元から7(）（）元に，変動幅は10％以内

ピレット価格を 1トン95(）元からI,200元に

合金鋼，パネ鋼，軸受鋼，高速工具鋼，ステンレス鋼は計画内・計画外価格を統一して指

導価格に，変動幅は15％以内

紺ぎ目なし洞管は政府軌一価格を継続

餡製ソーダ，苛性ソー-ダの計画内・註画外価格を統一して指導価格に，変動幅は10％以内
7月6日 ・銅，亜鉛の計画内生産者価格を引き上げ， 1トン当り電解鋼10,200元→13,000元，粗銅

8,880元→11,750元，亜鉛塊4,950,じ→6,40(）冗

8月18日 ・搾糖原料の買い上げ価格を固定価格から指程価格に
8月25日 ・原油，石油製品，鋼材，銑鉄，銅，ァルミニウム，亜鉛，錫，ニッケル，精製ソーダ，苛

性ソーダの計画外生産の上限価格制を撤廃

8 /]29日 ・国家物価肱「碩工業曲品およひ交通運輸日録 (1992年版）」についての通知
中央レベル管理品目のうち， 89品種を残して， 22種は省・自治区・直轄市に， 571品種は
自由化

9月28日 ・国家物価局「股産物価格管理目録 (1992年版）」発布

固定価格は 6種（計両買い上げ．＂t画販売の食糧，綿化，タバコ栗．蚕の繭，緊圧茶，統
ー配分木材）

指導価格は3種（漢方薬材料，羊毛，松やに）
11Jl22日 ・国家物価｝ふ l.^ 業製品261噸（カラーテレヒ，洗剤，市販白布なと）と，軽I^〗業・紡績原材

料26種の価格を自由化

価格管理の残っている軽工業品目は工業製品3種（塩，一部の薬品，中央発行の 7紙1誌
および大学・ li:j•中教科r,}），軽 l]一繁・紡紹／点材料 6 種（紙巻タハコ材料，地方新聞用紙お
よびパルプ， 音部の合成材料，謁械どり生糸，一部の金銀製品，関連経費）に

12月10日 ・400余県・市（総県数の20%, 2億人）で食糧価格を自由化
•特級， 1級， 2級， 3級ホテルの料金自由化（業界談合価格は11I)
・飲食業料金も自由化

12月24日 ・中央統一配分炭鉱の生産者価格を自由化 (1993年 1月1日～）
12月25日 ・統一配分鋼材価格は特殊の場合を除いて自由化

く1993年〉

・コークス，銑鉄，インゴット，ヒレット，鉄含金，耐火材料，炭索製品価格を自由化 (1993

年 1月1H~） 
・指令性計画下の国防・軍需工業用鋼材，農業水利用（災害援助用含む）鋼材，鉄道専用鋼

材は指導価格 (1993年 1月1日～）

1月1日 ・中国石油天然ガス公司は華北，大港，翼束，中原，河南，江漢，江蘇，新彊，長慶，玉門，

I2 
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中国価格改吊の新段階

青海，洟野桂，四川の13油田の赤字経営に対処するため，統一配分原油を国際価格相当額

で購人，大慶，勝利，遼河は適用外

1月9ll ．鉄道連貨の多甫化を推進。統一運貨U)I.'こ，新路線価，人気路線価，制限貨物割附．特区

運賃，区域運賃，｛i料サーヒス運賃．季節変動連貨．契約運賃等を導人

2月5日 ・冶金部・物価局，国防・軍事工業専用鋼材は「冶金産品工場渡し価格目録」の価格を基準

にtr20％幅の変動価格に

2月1511 ・国務院，食糧流通体制改革の進度を速める通知， 2~3年内に令食糧価格を自由化する方針

•国家計画委・国務院経貿弁公室「1993年全国統，＊配分石炭生産・輸送・販売計画問題に関

する通知」，今後3年内に指令性統一配分石炭0)価格をすべて自由化． 1993年は東北地方，

華東地方と湖南省て実施

2月25IJ ・国務院，食糧買い tげ保護価格制度を樹立， もとの政府予約買い上け部分と専用備蓄部分
の食糧に適用

4月2411 ・物価），ふ指令的＇「 I和計画～卜にある民IllIヽうック0)価格も自由化

8月4IJ ・国家紆貿委，タハコ葉経済政策の調炉

①計画超過あるいは計画外のタバコ葉買い上げ価格は下方に20％まで変動可

②タバコ葉生産補助金を廃止，その分買い上げ価格を11き上け
③物品税率を38％から31％に引き l、け

④タハコ葉の国有企業間流通価格は日巾化

8月24日 ・繰綿価格を300元／50kgから330元／50kg(こ

10月25[1 ・工業用の原塩を 1Iヽン90.（）9mから120.09元に

11月9II ・財政部・国家計画私以下の'1.f庁の経費・料金を廃l|．．公安17項目，労働3項目．人事2

項目，鉄道27項目，交通10項目，郵便・電話5項目，金融 5項目．民航6項目

11月30日 ・1993年5月から現在までに全国の90％の県で食糧・食用油の販売価格を自由化， 50年代か

ら続いた配給制に終止符を打つ

12月23日 ・国務院， 1994年 1月から全国の石炭価格をすべて自由化， 94年の計画配分量は7,000万ト

ン減少

く1994年〉

4月191] ・石油価格の改革

①第 1類価格（もとの計画内原油）は割増価格に一本化し， lトン平均700元に (67.9%

の値上げ），第2類価格（もとの計画外原油と小油田）は 1トン平均1.250元に

②カソリン，ティーゼル油，灯油，化学工業用軽油，貢油の工場渡し価格は，壮画内価

格・計画外価格を一本化

5月5日 ・蚕の繭の買い上げ価格，中級で50kg当り440元から650元に引き上げ

5月1311 ・国家叶画委，鉄鋼製品の価格秤理を弛化する通知

①鉄迫専用鋼材には政府固定価格． IIil民生活に影愕の大きい基本建設•生産用鋼材およ

び軍事用・農業用鋼材に対しては政府指導価格．碩要鉄鋼製品については価格調整申

；り制を実施

②l(）挿類の鋼材については政府指祁価格を実施

5月17日 ・国家計画委，化学工業・化学繊維原料の工場渡し価格を調整

ポリエチレンなど10品種を引き続き指導価格に

ナイロンなとl(）品種の価格調整はIOlJ前に加iij1ド請

燕山石油化学公司なと21企業は国家"|画委価格首理司に中請

9月1日 ・国家計画委，綿花買い卜げに対する価格外奨励

中央財政の負担していた紡禎企業ヘり補助（割増価格補助と財政補助の合計） 50kg当り

44.62,cのうち， 44几を綿化農家に，残りの0.62几を研究資金として農業部に

（出所） 『価格理論与実践』 1993年2期 57~64ページ， 1993年3期 56~64ページ， 1994年2期42~

48ヘージ， 1994り3期 10~48ページ／／『中国物価』 1995年2期 ：l~ 4, 14ページなどc

13 
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範囲を広げていく様子は，この価格改革措i的0)

波及過程からも哀づけられる。同時に，直凌(/)

「4つの分権化」の実験には，中国の経済改革

の遂行過程にしはしば起こる地方の暴走という

側面もみられた。重慶の実験が始まってから 8

カ月後，国家物価局は通達を出し， 印慶市が中

央管理の一部商品の価格までも自由化する越権

行為を犯したと指弾している（注8)。

農林関係では， 1月から四川省・虞南省の木

材生産者価格が引き上げられた。 5月には，全

国の都市住民向けに配給される穀物と食用油0)

価格を改訂している。米，小麦粉， とうもろこ

しの値上げ幅は平均して67'ぷになる 0 6種類の

食用油は一挙に2.7倍にまで値tかりした。

鉱工業部門では原油価格が1990年， 91年と連

続して大幅に改訂された。全国平均でトン‘りり，

それぞれ30元， 34元の値上がりである⑭9)0

1991年1月からトラックや鉄鋼の，部製品につ

いて l••F10と口枠の変動価格制が導人された。中

央統制企業が生産したセメント，ゴム．ブリキ

は計画価格と計画外の市場価格との「二重価格

制」になっていたが，計画内・計画外の両方の

価格を加菫平均した水準て一本化されることに

なった。

このような動きを積み重ねた上で，価格改革

は1992年から次の第4段階に人った。現在も含

めて， r深化段階J と呼んでおこう。 1992年か

ら94年にかけての主な改革措置は表2に整理し

てある。

3. 1992年以降の主な改革措置

市場経済化の全面的推進が謳われた1992年以

降，価格改革の分野でも画期的な変化がみられ

た。

何よりも，大量の商品やサービスの統制価格

I4 

の改訂よりも，その自由化に重点が移ったこと

に，この段階0)価格改吊の特徴かある。後述す

るように，鉱工業生産財価格や交通運輸価格，

農産物の政府買い上げ価格など，中央政府レベ

ルの価格管理の対象となっていた品目が大幅に

削減された。そのほかにも，価格統制の対象と

なっている統一配分の石炭，電力，鉄道，原油

などの重要商品の価格や運賃も大幅な改訂が行

なわれている。

1993年に入ると，価格改革の動きにもいっそ

うの拍車がかかった国10)。まず， 1953年以来，

40数年間にわたって維持されてきた食糧配給制

は1原則的に終止符が打たれた。 199:3年4月から

上海，天津が食糧や食用油の配給切符を廃llし

て，価格統制を撤廃したのに続いて， 5月には

北求でも同様の措置に踏み切った。その年0)ll

月には，新彊・チベット・寧夏など少数の地域

を除いて，全l-tlの90;;';;以 I．．の県や市が食紺・食

用油0)配給制を廃止している。

次に，重要生産財の分野でも大胆な価格改革

に着手している。総生I崖旦の約5分の 1に相‘11

する統一配分の石炭2億トンについて価格統制が

撤廃された。また，統一配分の鋼材価格もほと

んとの部分が自由化された。計画内の基準価格

を適用されていた300万卜』）原油は，割増価格

で氾られることになった。鉄鉱｛i,民生川電力，

統一配分木材などの価格も引き上げられた。

その他に，多くの都市でサービス価格の改，，T

を行なっているほ11)。1992年の下半期から1993

年のl斗斗半期にかけて，郵便・電話料金，家貨，

水道・電気料金，運賃，医療費，学費，保育費

などの大幅な値上げを行なった。履門では家賃

か5.8倍になった。上海の学費も，小学校l(）Jじ

→30元中学校20元→50元，高校35元→100元，
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中国価格改革の新段階

鉱工業各業種別の工場渡し価格指数

鉱
工
業
産
品

9

9

'

ー

石

炭

平

均

ー．
 

ー
し

/

9

 

(
'
,
1
9
r
I
 

油

4

1
ー

石
，
＇
9
9
,
'
’
’
'
,

＂（
I

、
I

,‘'乙

9
 .
.
 

,‘
 

•• 

鋼
，
＇
’
’

‘

,

I

 

鉄

／
 
ノ

,‘
 

/
r
 

鼻

,‘
 
ヽ

‘',／ 
，

‘

ン

、

械機

．
 ．
 
l

1

績

/
，
之
芝
紡50 

゜1978 80 82 84 86 88 90 92 94 
゜1978 
（出所） 国家統計局編『中国統計年鑑 1995』

北京 中国統計出版社 1995年 247~248

ページ。

屯点高校35元→160元と大きく引き上げられて

しヽる。

80 

このような価格改吊の進展によって．各生産

物間の価格比にも大きな変化が現われている。

園1は．農産物買い上げ価格指数を食糧．工芸

作物．肉・卵・畜産品，野菜についてみたもの

である。 1980年代後半から野菜，食糧の価格上

これは，政府が価格を自由化した昇が著しい。

82 84 
_ _J__ L __ J_.... 1... -'---'---------

86 88 90 92 94 

り，公定価格を引き 1．．けたりしてきたことと照

応してし)る o また， 図2は鉱l業産品の工場渡

（出所） 国家統計局編『中国統叶り鑑 1995』

北東中国統計出版社 1995年 249ページ。

し価格指数を示す。 1992年以降に石油，石炭，

鉄鋼の価格上昇が目立っている。鉄鋼価格の自

由化やエネルギー価格の値上げが大きく作用し

ている。

(il-: I) 1i原享ー「中国の価格改革と曲品絆済」（『ア

シア紆済』箱27巻第8号 1986年8月） 2ペーシ。

（注2) 石原享ー「価格改革」（小島麗逸編著『中国

の経済改革』勁草書房 1988年） 165ページ。

（注3) 世界銀行の 1992年カントリー・レポート

(World Bank, Chi加： Reformand the Role of the 

Plan in the 1990s〔Washington,D.C., 1992), pp. 37-

42）によると，中国の改革へのアプローチは， II)漸進主

｝しを採Illしたこと，（2）価格管理における 1メ又軌制」（公

巧
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定価格と巾湯価格との二重価格制）のように部分的に容

易なところから着手していったこと，（3）企業や地方政府

への分権化，（4）ひとつの改革の成功が次の改革を導く自

己増殖型改革，の4つの特徴をもっているという。詳し

くは，石原享— r中国0)経済改革構想と世界銀行の見方」
（石川滋縦『中国の経済改吊と我か国の援助政策』国際

金融情報センター 1995年）を参照されたいc

また，旧ソ連・東欧0)「ショック療法」と中国の「漸

進主義」とに関して，両者の経済構造の比較に茎づいた

Jeffrey Sachs and Wing Thye Woo, "Reform in 

China and Russia," Economic Policy, vol. 9, no.18, 

April 1994,があるが，それに対する筆者の批判的検討は，

Kyoichi Ishihara, "Lessons from China's Conversion 

to a Market Economy," in Problems and Pers芦

lives on the Reform of China's State-Owned Enter-

prises, ed. Kyoichi Ishihara, Jin Bei, Lu Zheng and 

Zhang Shixian (Tokyo: Institute of Developing 

Economies, 1995)を参照されたい。

（注4) 『人民日報』 1985年 1 月 81::l／小島麗逸•石

原享一編『原典中国現代史』 岩波書店 1994年 211~ 

213ページ。

（注5) 高鉄生・劉文・張旭宏「価格改革未劃句号」

（『価格理論与実践』 1993年4期） 2~3ページ． その

他。

（注6) 社会科学院経済学科片経済形勢分析小組「以

改革促穏定 在稼定中発展 —90年代可官Hコ求進”的発

展和改革的基本思路 」（『経済研究』 1990年7期），）

（注7) World Bank, China: Coun的 Economic

Memorandum between Plan and Market (Washing-

ton, D. C., 1990), p.102. 

（注8) 「国家物価局関於糾正重慶市在“四放開”試

点中越権放開価格的通知 1991年9}|lOH」（国家物価

局政策法規司編 r中華人民共和国現り有効価格法規規章

選編』北京中国物価出版a 199が1)79ページ。
（注9) 1990年3月に．人度勝利などの主だった油

田の工場渡し原油の統制価格は 1',167元であった（石

原享一編『中国経済の多重構造』アジア経済研究所

1991年 231ページ）。

（注10) 魏星「1993年物価形勢回顧」（『価格理論与実

践』 1994年1期） 25~26ページ。

（注11) 『中国物価』 1993年8期 7~ 8ページ。

16 

II 価格改革の進展度

1. 価格改革の全体構想

1990{fl2月に開かれた中囚共廂党弟l3期中央

委員会第 7回全体会議（中共13期7中令会）で

採択された「国民経済・社会発展 10カ年構想

(1991~2000年）と第8次 5カ年計画 (1991~95

年）」は，今後の価格改革を遂行する上での原

則を提示している。その原則とは，国民生活に

影響の大きい少数の重要廂品とサービスの価格

は政府か管理し，その他の一般的な廂品とサー

ビスの価格は市場を通じて決定するというもの

てあったり1.l)0 

中国の10カ年構想と第8次 5カ年計画を検討

した世銀レポートは，中国の価格改革が優先的

に解決すべき課題として．（1）エネルギー，運輸，

瓶材料．食糧などの価格統制の撤廃，（2）物価手

Iヽi(j)ii危への算入，の 2つを学けている。その

lて，（l）二重価格制の廃止，（2)I爪材料流通の自

由化．（3）食糧と綿花を含めての統一配分の撤廃，

などは実現可能であると提言している（注2)0 

以上の原則に基づいて価格改革が完遂されれ

ば， 1990年代の末には，表3に掲げたような軍

要品目について政府固定価格が残るだけとなる。

換けすれば， 1993年までのところ政府か直接管

理していた食糧，綿花，食用油，固形茶，統一

配分h炭，建築材料，鋼材，非鉄金属機械・

電機化学工業製品などのおおかたの部分の価

格についても条件が整えば次第に自由化されて

いくであろう⑪3)0

この原則の下に， 1995年までの第8次 5カ年

nlー画期における価格改革のth点は，次の3つに

附かれている（注 4)0
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中国価格改り＇Lの新段階

表 3 10カ年構想における政府固定価格の対象

分 類 品 !i 価格の神類

都市公共料金の全部 I水追，カス，市営パス，電中，地卜鉄， r-水道，都市緑化費， I固定価格
公園，清掃・衛生

行政事業費の全部 教育，衛生，体育，医療，医薬，行政サーピス 固定価格

重要エネルギー価格 i石油（主として原油），電力（国営電力系統に組み込まれてい 1 固定価格
の一部 るもの）

一部の統一配分炭鉱(})痒した1爪炭（火力発電所などの
人咄直点企業に供給）

その他の炭鉱の産した厭炭 指導価格または

交通運輸・通信料令：二｀：便．直"i-い
璽要原材料価格の一• 国家重点建設ブロジェ；ートおよび長江・黄河治水工事用の鋼 固定価格
部 材，木材，セメント，化学工業原材，レアメタル

石炭

その他の＾般的原材料 l|i場価格または
指導価格

農産物価格の•-•部

軍事工業製品

重要工業消費財

綿花，タハコ，都市住民と車隊に配給される食糧
・--------------------・-----------・・-・-

一部の農I;r物（主として食相）買い卜け

民生用品は除く

ごく少数のもの

輸出入品

サーピス料金

公営住宅

国民生活に重要な少数のもの

国民Iti，印こ菫要な少数のも U)

工 ―-

固定価格
---------- -

最低保護価格

固定価格
... 

固定価格
（期間限定）

固定価格1固定価格
固定価格

（出所） 高颯義「ぶ論国家定frtfi的範囲」（『中国物filli』 1992り1期） 30ページ。
（注） 政府固定価格（原品は「国家固定価格」）とは，県レヘル以上の物価局と主管官庁か政府の規定

した権限に基づいて制定する価格のこと。

(1) 重要生産財価格の調整

(2) 食糧予約買い付け価格0)り1き上げと逆ザ

ヤの解消

(3) 一般的加工品，耐久泊四財．日用消費品

の市場調節

2. 価格管理機構

前掲の価格改革案の実施や価格竹理において

t導的役割を果たす官庁は、国家物価屈である。

国務院直属の国家物価総局として1977年に設償

されたり15)。その後，価格改吊の進展にともな

って価格統制の対象範囲が大幅に減じてくると，

国家物価局の位置づけも次第に低下していく。

I7 
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民政部

,i]法部

財政部

人事部

労働部

地質鉱産部

建設部

エネルギ一部

機械電子部

航空航天部

冶金工業部

化学工業部

軽工業部

紡績工業部

鉄道部

交通部

郵電部

水利部

農業部

林業部

商業部

対外経済貿易部

物資部

文化部

ラジオ・映画・テレビ部

衛生部

中国人民銀行

国家統計局

国家技術監督屈

国家工商行政管坪局

国家環境保設局

国家土地管理局

新聞出版署

国家旅遊局

中国民用航空屈

国家建築材料T^業局
国家医薬管坪屈

国家特許局

国家煙草専売局

国家中医薬管理局

表 4 国務院t管官庁の価格管理機関

総合計画,,j

，汁画財務 I9J

経済調節,ij

経済調節nl
経済調節司

経済調節司

経済調節司

経済調節,ij

経済調節,ij

運輸局

運輸管理司

経営財務司

財務司

総合計画rll

財務司

財務物価司

財務司

市場調節司

計画財務nl
朴画財務dl

調査統計司

城市社会調査総隊

市場管理叶

地籍司

計画財務司

財務司

経済財務99」
経済協調,iJ

経済物価司

経済協調司

財務司

財務司

辺境防衛管理局

出人境管理局

計1由i財務91J

料金徴収機関

公illnj，弁護士司

人事異動司

総合計画司

鉱産資源管理司

不動光局，設計管理nj，村鎮建設司

財務局

財務会計司

総合，ihlilliJi]

対外貿易管理局

計画財務バJ
弁公庁録音ビデオ製品管理処

計画財務司

総合叶画司

開発監ff,i]

計画財務司

旅行社ホテル管理司

特許審査一部

（出所） 〈中国物価年鑑〉編輯部編『中国物価年鑑 1993』北りし 中国物価出版社 1993年 79~80 
‘‘ ペーシ0 
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ついに， 1993年には国務院直属から国家計画委

円会傘下の一局へと格下げされてしまった。

しかしながら，物価局の担うべき業務は決し

て少なくなく，以下の項目を含んでいるぼ6)0

(I) 価格改革の年度it画・中長期計画の研究

・作成および政策立案

(2) -~要商品の価格管理体制の確立

(3) マネーサプライ，利子率，為替レート，

税率，賃金の管理業務への参加

(4) 国家管理の重要商品価格の調整と自由化

(5) 価格情報ネットワークの形成

(6) 市場価格モニター機構を通じての物価動

向調査

(7) 違法値上げ等に対する物価検査と処罰

(8) 各主管官庁と地方の物価局に対する指遵

監督

(9) 地Jj政府間， i：管官庁間，各企業の価格

や料金をめぐるトラプルの仲裁

(10) 農作物、鉱工業製品，公用噸業のコスト

調整

以上の物価局のほかに，国務院の各主管官庁

にもそれそれの専門業務にかかわる商品や料金

を管理する機構がある。 1992年段階の価格管理

磯関と料金徴収機関を一覧表にしたのか表4で

ある。地方の物価管理機構として，各省• I"1治

区・直轄市レベル，計画単列都市（計画独立編

成都市）， ih•県レヘルの物価局がある。

中国の物価管理にはさらに，国務院が直接に

乗り出す方式もある。 1989年には国務院は通達

を出して，県レベル以上の政府が管理する固定

価格と指導価格は国務院の特別に認可した場合

を除いて値tげを認めないことにした。その後，

この措置の対象となる品目を1990年7月に13品

種， 91年3月に 5品種へと次第に限定していき，

中1Kl価格改吊：の新段階

92年5月にはこの措置を停止している。また，

急激な物価上昇の起こった1988年には，国務院

の決定に駐づいて，国務院物価委員会と国家物

価局は22の省・自治区・直轄市に物価特派視察

員を派遣して各地の実地調在を行なっている。

この当時，物価特派視察員は地方政府のトップ

に下ろした物価抑制指標の達成状況を探る任務

も担っていたと推察される。この制度も1992年

5月にとりやめられた（注7)0 

3. 価格改革の進辰

上に述べたように，一部の重要商品を除いて，

価格統制を撤廃していくという原則的h針に基

づいて， 1992年以降には価格改革の分野でも大

きな進展がみられた。中国では生産財が中央に

よって統制配分される比重が1970年代から徐々

に下がりはじめ， 80年代には著しく中央統制の

比重は低卜上している (ri8)。1978年には256種に

及んでいた中央統一配分物資は， 86年には20種

を残すのみとなった。その意味では，中央計画

の国民経済に占める屯要性は減退している。し

かし，中央計画の枠からはずされたとしても，

その下部機関である地方政府や監督官庁が自ら

の計画下に組み込もうとするならば，企業に真

の経営tの自主権が与えられたことにはならな

い。つまり，表 5 にホしたように，統—ー配分の

表 5 統一配分と固定価格の比重 (1986り）
(%) 

こ：こI:：;I~：19セ：：：
（出所） 張卓元主編・楊聖明副主編『中国生

産資料価格改吊』北京 経済科学出版社

1992年 38ページ。
（注） 販売実物量で計算したエ湯渡し価格に

占める比重。
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比重の低下と統制価格の撤廃とは必ずしも並行

して進んでいたわけではない。その点に注目す

るならば， 1980年代が生産財の配分について自

由化したとすれば． 90年代は生産財価格につい

て基本的に自由化したといえる。

現段階における中央レベルの価格管理品目の

数をみておこう。付表 1-Aから知られるよう

に生産財・交通運輸は1991年の737品種から92

年の89品種に減った。価格統制品目のうち，お

よそ品種数の90ぷにも相当する部分が一気に自

由化されたことになる。しかも，政府固定価格

を採用しているのは:13品種にすぎず．残りの56

品種は一定幅内での変動を許す指溝価格である。

また．付表 1-Bにあるように，化学工業原料．

鋼材，セメント，自動車部品などの価格管理の

対象となっているのは，少数の大型企業に限ら

れている。

消費財を中心とした軽rー業製品の価格自由化
はもっと進んでおり， 1991年の価格統制41分

類から92年 1月の第 1次改訂案を経て，さらに

同年10月には9分類（そのうち，政府固定価格の

対象となっているのは 6分類）を残すのみとなっ

た(rI.（い（付表2)。農産物買い tけ価格の統制は

1991年の17品種から92年の10品種（そのうち，

政府固定価格の対象となっているのは 6品種）に

減った（付表3)。このような1992年の自由化

措置を通じて，中共13期 7中全会の掲げた価格

改革の目標が全面的に達成されたというわけに

はいかないまでも，その半ばは越えたといって

よしヽ たろう。

価格決定方式からみた中国の市場経済化の進

展は杵しい。表6は，各種価格形式の構成比を

小したものである。農民の農産物販元額に占め

る政府固定価格の比重は1978年には94.4とはもあ

ったが． 92年には12.5年にまで落ちている。と

くに．地方レベルの価格統制はほとんどなくな

った。屯要生産財の販売価格は改吊路線に転ず

る前は，完全に政府統制下にあった。ところが，

表6 各種価格形式の構成比 (%) 

農民の農産物販売価格 重要生産財販売額 社会商品小売総額

1978 1991 1992 1978 1991 1992 1978 1991 1992 
・言9 . ． ． ． ． ． ． 9』、

政府固定価格 中 央 20.2 12.3 26.7 14.5 3.3 

省 1.2 0.1 6.9 3.1 2.2 

地［メ．・市 0.8 0.1 2.4 1.1 

97-. 0 -l | 20. 9 
0.4 

政府指導価格／地小区・,市t 

'---

94.4 22.2 12.S 100.0 36.0 18.7 5.9 

9.4 

. 

3.:~ 11.2 5.6 
！ 
2.8 0.2 ！ 

7. 6, l. 4 5.6 1. 7 4.7 0.6 

3.0 i 0.8 1. 5 0.2 2.8 0.3 

小計 0.0 20.0 5.7 0.0 18.3 7.5 0.0 10.3 1.1 
l 

市場調整価格
5.ぶ6り l1函.~ 5~ 7.8, 81.8 

0.0 45.7 73.8 3.0 ! 68.8 93.0 

合 計
....10~ ~ ~ ~ 0~ .o I 100.0 

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
~·~ 

（出所） 国家物価9面綜合司「1991年烹種価格形式比屯分析J (『価格理論与実践』 1993年11期） 54~55ペ
ージ／〈中国物価年鑑〉編輯部編『中国物価年鑑 1995』北点 中国物価出版社 1995年 21ページ。
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図3 価格補助金の推移と財政支出に占める比率

(1意元） (%) 

400r □ 食糧•綿花・食用油価格補助 7 20 

口肉価格値上げ補助

口その他の価格補助

財価政格補支助出に占める
3001-一 金の比率 15 

翠§

200 

議l『
10 

100 5 

゜ ゜
（出所） 中華人民共和国財政部主塀・〈中国財
政年鑑〉編輯委員会編『中国財政年鑑

1994』北京 中国財政雑誌社 1994年

408~418ページ／国家統計局編『中国統計
年鑑 1995』北東中l車統計出版社 1995 

年 215~224ヘージ。

（注） （1) 1978~85年の財政支出には価格補助
金が含まれていないので，財政支出に占め

る比率は， 価格補助金／（財政支出十価格

補助金）で求めた。

(2) 1994年の財政支出からは債務収入が除か

れているので，債務収入を加えて財政支出

の額とした。

中国価格改位の新段階

これほどのテンポで市場経済化を進めながら，

インフレ率が20数しは程度で収まっているという

ふうに考えるならば，旧ソ連・東欧諸国に比し

て中国経済0)パフォーマンスは良好であるとい

ってよい。しかし同時に，改革・開放後の10数

年間にわたって価格統制を維持してきた重要品

目のうち，その多くを1992りの 1年間で一挙に

自由化したことにみられる，経済運営の政治優

先的体質が新たなインフレ勃発の要因となった

点も指摘しておかなければならないだろう。

(itl) 『人民日報』 1991年4月16日。

（注2) World Bank, China: Reform and the Role 

of the Plan..., pp. 128-129. 

（注3) 国家計画委価格規制課題組「論社会主義市場

経済中価格規制的建立」（『価格理論与実践』 1994年2期）

3ページ。

（注4) 〈中国経済年艦〉編輯委員会編r中国経済年鑑

1991』北京経済管理出版社 1991年 I 68ペーシ。

（注5) 蘇尚発主編 r中華人民共和国中央政府機構

1949~ 1990』北点経済科学出版ft 1993り 214~216 

ページ。なお，国家物価局の前身として， 1963~70年に

全国物価委U会力滞tけられていた。

（注 6) 〈中国物価年鑑〉編輯部編『中国物価年鑑

1993』北京 中国物価出版社 1993年 79ページ，

(it7) 同上書 8()ページ。

（注8) 石原享ー「計画化と価格」（丸山伸郎編 『転

機に1且[.つ中国経済』アシア経済研究所 1985年）。

（注9) 国家物価局課題組「理順価格的目標及実施歩

駿」（〈中国物価年鑑〉編輯部編『中国物価年鑑 l田3』)

21ページ。

199(）年には統制価格の比車は半減し、 92年には

18.7ら辺を残すのみとなった。消費財と農業用生

産財からなる社会廂品小売総額にかっては，

1992年には小売総額の5.9とを政府が決定する

にすぎないまでになった。この消費財を中心と

した部分にしても． 1978年には小売総額の97.0

ぷが政府統制下に入っていたのだから，この10

数年間の市場経済化の進展にはまことにめざま

しいものがある。

価格の自由化が大幅に進んだことは，価格補 1． 生産財の多重価格制

助金の減少によっても裏付けられる。図3に示 従来のシステムの下でも計画的統制の強かっ

III 生産財価格の改革

したように， 1990年代に人ってからの財政支出 た重要生産財は，現在でも政府の関与する価格

に占める価格補助金の比率は急速に落ちている。 決定の比重が高い。中国の漸進的改革のもつ特

21 
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徴のひとつは．生府財の多直価格制「双軌制」

を推進してきたことにあるといってよいほ l)。

そこでは，同一品E．柘j-品1代でありながら，

市場化の程度，計画規制の仕方，流通ルートな

どの違いによって異なった価格が形成されてい

る。この生産財の多重価格制は，次の 3段階を

経てきた（注2)。

第1期 (1979~85年）は， 30年にわたって続

いてきた単・一の計両価格が支配してきた状態を

打破したところに特徴がある。まず， 1979年に

電子・機械産業において一部の製品に対して変

動価格制が導入された。 1983年には，石油の計

画超過生産分を国際価格で国内に販売する方式

を始めた。 1984年から， 37の統一配分炭鉱が生

所ノルマ超過分のh炭を20~50~ゞふ増の割増価格

で売ることも認められた。さらに， 1984年5月

の国務院「国営工菜企業の自t権をいっそう拡

大することに関する暫定規定」によって，企業

は計画内生産量の2＆サ分と計画超過分とを，基

準価格の20名以内の範囲で価格決定してよいこ

とになった。

第2期 (1985~89年）は， f要生産財のほと

んどに多重価格制が広まった段階である。 1985

年1月，国家物価局と国家物資局は共同で「生

産財の計画超過・自家販売価格の自由化に関す

る通達」を発し，以前に設けられた20ぷ以内と

いう変動幅規制を取り払った。この措置によっ

て，生産財生産企業が自由に買い手や価格を決

められる度合い（総牛廂日における自家販売部分

の比重）は急速に閥まってきた。国家計画委員

会が管理する指令的計両に組み込まれている鉱

r^業品は， 1984年0)120種から， 80年代末には
60種にまで減った。その生産額が全国の鉱工業

生産総額に占める比重も40年から20年にまで低

22 

ト^ している。

この時期の生産財価格の動向には，次のよう

な特徴かみられた。ひとつには，すべての市場

価格が計画価格より高いとは限らず， 1988年の

板ガラスや86年の硫酸のように市場価格のほう

が低かったものもある。 2つには，市場価格と

計画価格との差は拡大傾向を示すものも，縮小

傾向に向かうものもあった。 3つには，多くの

商品の市場価格は計画価格の1.5倍前後で，両

価格の間にあまり大きな差はなかった。以上の

3つの特徴から，中国では多重価格制が比較的

容易に受け入れられたと，張卓元らはみてい

る（注3)。

第3期 (1989年後半～現在）は，計画価格と市

場価格との一本化をめざすJj向に転換した時期

である。 1989年11月の中国共産党中央委員会に

よる「いっそう整理整頓を進め，改革を深化さ

せることに関する決定」は，生産財の多重価格

制のもたらした問題を解決し，統一配分石炭価

格の一本化を早急に実現するよう要求してい

る（注4)。だが，この中央決定にもかかわらず，

実際にはnt画価格と市場価格との差は縮まるど

ころか，拡大する傾向すら現われた。表7は，

1989年3月と90年3月におけるt要生産財の計

画価格と巾場価格とを示している。多くの商品

の市場価格は計画価格の 2倍以上になり，原油

などに至っては 6倍にも達している。他方で，

市場の売れ行き不振の影響もあって，生産財の

市場価格が下落したため，品Hによっては計画

価格とrti場価格が一本化したケースもある。

その後，調整・引き締め政策の下で孟要が減

退した結果，市場価格と計画価格との差は全般

的に縮小傾向にある。 1992年以降になって，改

革・開放政策を推進する路線の下で経済過熱が
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rl1IEI価格改叩）新段階

品 種 単位

表 7 主要生産財の叶画価格とrli場価格
- ~— 

1989年3

叶圃価格巾・場価

-（P] l竺
石 炭 元／トン 56.16 

原 油 II 155.65 

鉄 鉱 石 ” 75.04 脱 塩 II 173.82 

木 材 厄Im' 294.1 

屯 力 l[／kWh 0.0864 

力 ソ リ ン JU |、ン 775.52 

灯 油 II 581.22 

ディーゼル油 JI 633.05 

璽 油 II 217.67 

硫 酸 II 230. 78, I 
硝 酸 II 806.77 

精製ソーダ II 787.74 

苛性ソーダ ” 1,585.33 化学肥料 I/ 402.94 

虚 薬 ” 6, :!38.12 
セ メ ン 卜 II 161. 05 

板ガラ ス Jじ／箱 42.71 

銑 鉄 元／トン 496.04 

鋼 材 " 999.91 
銅 ” 7,031.54 アルミニウム II 5,300.83 

139 

48 

10 

21 

62 

0. 

174 

92 

1, 29 

56 

29 

1, 46 

1, 42 

2,53 

89 

8,43 

21 

6 

54 

2,05 

17,61 

11,88 

IJ 199(）年3)J 

格 倍 率 計画価格 市場価格
(M/P) (P) (M) 

.81 2.5 55.7 150.16 

.97 3.1 93.73 555.22 

1.3 75.16 98.21 

.27 1.2 218.33 269.21 

.8,1 2.1 253.36 631.8 

636 I. 9 0.09 0.1594 

.75 2.3 826.86 I, 708.,n 

.41 l. 6 631.43 I, 058.07 

.72 2.1 692.07 1,392.39 

.1 2.8 
I 
239.87 638.56 

.5 1.3 244.92 274.13 

.4 1.8 774.78 1,277.05 

1. 8 956.49 1,217.71 

. 2 2 1.6 1,682.16 2, 4 7 4. 39 

.59; 2.2 413.58 953.05 

. 04 l. : ｝ 6,234.58 8,322.92 

.29 1.4 153.58 190.27 

.78 1.6 43.41 4 8. 4 

.34 1.1 526.17 698.04 

.45 2.1 1,044.52 1,841.37 

.09 2.5 7,092.12 16,253.86 

.36 2.2 5,432.61 10,419.3 

倍率
(M/P) 

2.7 

5.9 

1.3 

1.2 

2.5 

1.8 

2.1 

1. 7 

2.0 

2.7 

1.1 

1.6 

1.3 

1.5 

2.:3 

1.3 

1.2 

1.1 

1.3 

1. 7 

2.3 

1.9 

門二：： ］ー1~:!;a;;:~![ !:~.J~~:~~t:~:1 ~ 
（出所） 張卓元主編・楊甲明絣l十・編『中国生産資料価格改吊』北京経済科学出版社 1992ff 104ペ

ージ。

（注） 河北，遼寧，福建，華lヤj，湖北，湖南，広束， 1|粛，新曲の 9省・自治区のテータから，，Illし
たもの。

生じ，計画価格と市場価格との差が再び拡大す 1991年 2月に統一配分される鋼材の工場渡し

る傾向もみられた。だが， 1980年代の10年間に 価格について I類価格， II類価格の 2系列が設

巾場経済化がかなり進展してきたことは，多重 定された。この措置によって，鞍山．本沈，武

価格制がその役割を終えつつあることを示して 漢，首都，馬鞍山，パオトウ，睾枝化，太原の

いる。 8大鉄鋼企業の生産した統一配分用の鋼材には

2. 鋼材価格 I類価格，宝山などのその他の鉄鋼企業の生産

1990年代に入って，価格改革が最も進んだ生 した統一配分用の鋼材にはII類価格がそれぞれ

産財のひとつは鋼材である。 適用されることになった。一部の鋼材について

23 
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みると， II類価格は 1類の15~47ら閥になって

いる (ii5)_ 

ところが1992年に人ると， I類価格の数けを

減らすという｝j針の下に，鞍111，武漢なとの牛

所した綱材は 1頬価格から II類価格へと転換さ

れた。さらに，その年のJO月には鋼材の I類価

格か撤廃され， 8 大鉄鋼企業の1t1産した統•配

分用の鋼材はすべてII類価格に移行することに

なった。またln]年の 7月には， II類価格を適用

されていた宝山なとの71企業の牛洋した~統一配

分用の鋼材について， II類価格を基準にして t

日（）ら以内の輻で変動を認める指導価格制を利

人した

以J:ーの措買を通じて，潤材0)I類． II類価格

制は固定価格 (8大鉄鋼介業）と指導価格 (71介

業）と 0)＿口.‘可価格制に組み替えられた，3

前述した1992年9月の屯［業廂品価格竹即Il

録の改Mにより，鉄鋼製品の政府管理品日もも

と0)44品種から12品種へと大幅に減った。固定

価格を適用される 0)は，鉄鉱｛i' インゴット・

ビレットおよび8大鉄鋼企来の鋼材である。指

祁価格を適用される 0)は，冶金川のマンカン鉱，

コークス，銑鉄，鉄合金，耐火材料，炭索製品，

およひ710)鉄鋼介業の生産した鋼材てある。こ

の改，i［の結果、政府竹岬価格が鉄鋼製品の販九

総額に占める比市は25~:~(）いへと低ドした。そ

0)うち，固定価格と指導価格とか半々を占めて

いる国6)。鉄鋼製品価格の市場化はかなり進展

したといってよい。

3． 石炭の多重価格

牛ー／崖財の多屯価格制かかかえる問阻を石炭0)

例でみておこう。

石炭の配分・流通ルートは韮本的に 3種類に

分かれる 017)。ひとつは中央統ム配分炭鉱の牛

24 

洋したもので， 1989年には全国所炭屈U)44~．'を

占める D 2番目は地方国営炭鉱の伍炭で20とを

占める。この価格は，それそれの地方政府の怜

岬下にある。残りの 3番日が郷鎖炭鉱のI崖出し

たもので， 36し9を占める。最後の郷鎖レベルの

価格は匝則的に巾場で決出される。

とくに炭鉱の経営にとって問題となるのは中

央統＾配分炭鉱(/)石炭て，価格は公定で，価格

水準も低く抑えられている。 1966年から78年ま

ての13年間，その価格は凍結されたままてあっ

た。 1979年に32らの大幅伯 tげがあり，その後

も， 83年に22の中央炭鉱， 84年に15(/）中央炭鉱

て牛庁計画を超過達成した分に対して、 25~50

乞増しの割増価格か登場した。さらに1986年か

らは， i青仇ノルマを超過達成した分については

政府固定価格の5（に増し，年度n1ー画を超過達成

した分については10(）ら増しのプレミアムが付

けられたQ また，「l家販売部分については巾場

価格て、JEることも品められた。この梢阻によっ

て，中央統一配分炭鉱の価格は、 (1)固定価格，

(2)50~くふ増し価格，（3)100~‘,」増し価格. (4)巾場価

格， U)11種類に分かれることになった。さらに

1988年にも各地の統—＾配分石炭の価格を調整し，

東北地 h20.2~'ふ，華北地区15.6~'ふ，華東地）i17

ら，中南地方16.8ら，西北地）j7.3ら，西南地

jj13.6;く，；それそれり1き 1・ けてしヽ る旧 8)0

しかし，このような価格(/)41き上げもあまり

乃しい効果はなく，中央統一配分炭鉱は苦しい

経常を余儀なくされている。 1叉l4にホしたよう

に， h炭の公定価格は牛坪コストをド回ってお

り，財政からの補助金も増加の＾迎てある。

1989年の{i炭生産者価格は85年と比べ22.l匂4l

き上けられたものの， lnJ期間に石炭の1産コス

トは129.8~〗；も増大してしヽる。
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中国価格改吊I})新段階

図4 原炭 1トン当り平均価格 (1990年）

計算価格（内部決済価格）

単位＝元

（出所） 張卓元主編・楊即lIJl品llt編『中国生産資料価格改吊』北京 経済科学出版社 1992年 204~ 

205ページ。

石炭の低価格による赤字経営を軽減し．生産

に対するインセンティプを与えるために．現在

では種々の名目でプレミアムが付けられ．多様

な価格形態が登場している。すなわち，基本価

格．地域間価格差0)設定．生産ノルマ超過に対

する割増価格，増産割増価格． ,it画の超過達成

分に対する割増価格，杓殊割増価格，価格外維

持費，価格外設備見金，価格外開発基金，水資

源費，区域外への移出に対する割増価格など，

行政的関与や地方政府の利害と結びついた，錯

綜した「多重価格」制が形成されている。

1992年から石炭価格にも巾場化・自由化の波

か押し寄せてくる。各地て統＾配分炭鉱からの

離脱が始まり，湖南・ lll西では地方管理価格が

導人され，重慶•四川の増/JE分の石炭，および

新設炭鉱の石炭は市場で価格決定されることに

なった。雲南では20~;,: の変動価格制に移行した。

その年の 6月の統一配分炭鉱の値上けに続いて，

1993年から全国の中央統一配分の精選炭，およ

び華東・東北（内モンゴル東部を含む）・湖南の

中央統一配分炭鉱の生産した石炭など，統一配

分炭鉱の一部で炭鉱渡し価格が自由化された。

また，地方管理の炭鉱は省・自治IX:・l州轄市政

府に「l由化するか否かを決定する権限が委ねら

れたりle9)0 

（注1) 1985年秋，長江上の巴山号で開かれたマクロ

経済シンポジウムにおいて， W・プルスは生産財の多重

価格が中国の有用な発明だと評価しつつも，長期にわた

って維持することはできない，とコメントしている（楊

咄リl• 和軍『価格双軌制的歴史命連北出 中国社会科

学出版社 1993年 25ページ）。

’1庁財())多重価格制が中国の改吊・開放期に始まった

も())かとうかについては，中国())中でも論争かある。沙

d/11教「在治理整頓中加快実現生産資料双軌価格併軌」

(r価格理論与実践』 1989年9期）は， 1950年代の計画内

・計画外価格はいずれも政府が決めたもので，多重価格

2ぅ
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とはいえないとする。また華'1：・曲学軍・碓小朋「中国

改吊十年 —回顧，反思相前尿 」（『経済研究』 1988

年9期）は， 1984年に開かれた全国第 ll11J中肖l紆済即

論シンポジウムで自分たちか提起したと t張している',

これに対して． t腕家「従実際出発認真研究和解決生奸

資料価格及軌制問題」（『価格理論り実践J1990年6期）は

震村小f：業（災鉱，セメント，建築材料．化学肥料，鉄鋼）

の生産物は従前から「政府統制のらち外にあった」とみ

る。張中元主編・揚咽明副且騎『中国生産資料価格改革』

北京経済科学出版社 1992年 87ペーシ，も人民共和

国I})当初から，多屯価格制が存在したという説をとる。

（注2) 張中尤t編・楊申lVl糾lt組『中凶生哨資料価

格改吊』 86ペーシ／武愛民論文（『財貿経済』 1991年3

期）などを参照

（注3) 張卓尤t組・楊兜明糾Ji編『中国牛産資料価

格改吊』 102ペーシ，9

(it 4) 潜兜明・令軍『価格双軌制的歴史命運 154

ページ。

<it:5) 〈中国物価年鑑〉編輯部船『中国物価年鑑

1993』 309ペーシ•,

（注6) |＂lt内 41ペーシ。洞材価格I})l1由化につい

てJlしくは．杉本孝「1992年と93年の鉄鋼業」（『中国絆

済』 1994年8月号）を参照されたい。

(it7) 須田忠夫紺 r中国における牛産財流通 —廂

品と機構一ー』アシア経済研究所 1995'.f 17ペーシ。

劉員文・'，甘徳呑・竜継斌主編『中l甜某炭価格J 北m← ll―I 
国計画出版社 1990'.f 277ページによれば，管理系統

別にみた炭鉱の種類は，山西省の場合．中央統id分炭

鉱，地h統—•配分炭鉱地h国営炭鉱（省営，地ド・巾

営，県営を含む），軍営，第こ軽上業局営，労慟改油炭

鉱，郷鎮炭鉱と多岐にわたる。

（注8) 劉貝文・呉徳春・籟継斌 i：編『中国煤炭価格』

342~344ペーシ／弘卓几し編・楊兜明糾ll::組『中国1.I私：

資料価格改革』 180ペーシ。

（注9) 〈中国物価年鑑〉編輯部編『中国物価l鐙

1993」28&----291ページ，9

N 「社会t義市場経済」と価格改革

1. 「社会主義市場経済」の特徴

1993年 11月の中共14期3中全会において．

「社会t義巾場経済体制をうちたてる店l．ーの間

26 

題に関する決定」か採択された。この「決正」

によると， 1社会上義市場経済体制」は政府の

マクロ・コントロールのドで，巾場が資源配分

に対して基本的機能を発揮するようなメカニズ

ムを構槃することをめざしている旧 l)。

1994年8月に開かれた全国農業用生所財流通

体制改革工作会議において，朱鉛基副首相は，

これまでの改革・開放政策の問題点を指摘して

しlる川2)cs 

それによると，第 lの問題は， 1993年以降に

西側の経済理論を盲目的に信奉する傾向が再ひ

現われたことである。 1980年代半ばに流行した

l}り側経済学崇itプームの再来だといってもよい。

朱銘基は，社会主義巾場経済とは全面的に自由

競争と巾場経済に委ねるということではなくて，

必要とあらば、政府が価格管理，所得再分配，

資源配分に関与していくべきだと明丘している。

第2に，朱鉛駐は，広東省をはじめとする沿

海地域の政府や企業が自らの利益0)みを追求し

て，他を顧みない傾向が甚たしい， と批判して

いる。 1993年11月に食粗価格が高騰したことが

ある。こ 0)とき，広束省は自らは食梶生産を減

らしながらも，他方で他省の食糧を買いあさっ

たといわれている。これに沿海諸省がならい，

はては国の食紺買い上け部門もその動きに同調

していった。食糧価格の値卜がりは他の麻品に

波及し．その年の11月から12月にかけて全国的

な物価騰賞をまねいている。

以tの「社会主義巾場経済」に関するいくつ

かの論点を整理すると，西側の市場経済に比べ，

その特徴は次のように規定できるのではないか。

(1) 国有企業が国民経済に占めるウエイトは

自由主義経済に比べると大きい。場合によ

っては，「官僚資本t義」化や国有資南0)
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私物化が横行するUI能性も仰いといえる。

(2) 政府によるrfi場規制，価格管理，資源配

分，）窄業政策は頑要なマクロ・コントロー

ルの手段として位辟つけられている。

(3) 所得再分配や社会保障の充実が項視され

る。地域間所得差の是ll：ぷには中央政府のリ

ーダーシップの発揮が期待されている。

(4) 共産党や政府幹部の国民経済の各分野に

対する影需｝］は強大である。 1994年11月に

制定された「＾連の国有大中咄企業を選定

して現代企業制度を実験することに関する

案」においても，企業の共産党組織の貞仔

者か会長，社長、監巾などの役職を兼務し

てもよいと規定している。この規定を文字

どおりに解釈すれば，党組織は取締役会へ

の参加を通じて，役員人'Hや介業経営につ

いて，その影響力を行使てきることを保［止

されているのである (/lc:J lo 

以I刃^の 4つの特徴のうちで，（2）と(3)のような

経済運営のあり方はH本や韓国のような行政主

直咄巾場経済でもみうけられるが，（l）と(4)のよ

うな特徴は中国独特のものといえる。 (I)と(4)の

側面にみられるような所付・経営面での「官民

癒着」の体質と，経済のマクロ・コントロール

に行政が車要な役割をしめる(2)と(3)の側面とは

相乗作用して，中国の経済運営や経済政策決定

過程における小透明性を増輻している。その鮎

果として，短期的にはともかく，長期的には中

国の「社会t義巾場経済」システムの址盤を危

うくするiiI能竹があることは古定できない。

2. インフレ政策と一部価格統制の復活

1993年の夏から，中国はインフレの閥進に歯

n•＾めをかけるため，成長抑制策に転じた。中国

人民銀行総裁が更迭され，朱鉛韮副首柑かその

中国価格改吊0)新段階

職を兼任することになった (1995年から，朱銘

基に代わって戴柑龍が総裁に昇格している） c，|d]時

に，金融秩序整頓の16カ条も制定された。そこ

では，利Y率のり1き上げとともに．規定枠外の

銀行融資や「無認可金融」が禁じられた。

1993り••8 月 17flに，国務院は物価抑制を求め

る通達を出した。以Fの項目からも知られるよ

うに，地方政府レベルでの値上げや不動産・サ

ービス価格の騰貴を抑えることに屯点を洲いて

しヽるは 4)。

(1) 今年，各級政府が鉄道貨物運貨と屯力料

金を除いて，その他の価格を値いfするこ

とを認めなし、0

(2) 地｝j政府管理価格の年内値卜.げは許可し

なし¥,

(3) 物価に大きな影孵を及ぽす"f能性のある

改革措置は年内には実施しない。

(4) 物価抑制のための財政補助は減らさない。

(5) 'I'：活必高品価格に対して行政的コントロ

ールを維持する。

(6) 独占的値上げ等の行為を禁1tする。

(7) 食糊買い上げにおける政府保護価格を堅

持する。

(8) サービス価格に対して行政的にコントロ

ールする。

(9) 不動産価格に対して行政的にコントロー

ルする。

(10) 自山化した重要廂品の値卜げに対して事

前申泊制度を適用する。

(11) 価格モニター制度を設ける。

(12) 各レベルの政府の物価に対するコントロ

ール機能を強化する。

1994年に人ってからも，中国政府当局はイン

フレ高進に対してたびたび腎鐘を嗚らし，いく

27 
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つもの通達や措料を発布している。だが，イン

フレの根源的要因は体制転換期の構造的矛盾か

ら発しているものであり，ー朝・タタにそれを取

り除くことは不可能である（注5)。いきおい，ィ

ンフレ対策はその場しのぎの糊塗的なものとな

らざるをえない。

1994年9月に李鵬首相が発表した10カ条の価

格安定措置は，次のようなポイントからなって

いる (IL6)。

(1) 中央の国家物価局は1993年夏に国家計画

委員会のド噂闘機関に組織替えされたが，地

方の省や県の物価局は行政改革の対象にせ

ず，その地位と権限を保持させる。

(2) 腹産物の安定供給に力をいれ，国有廂業

企業にその中心機能を担わせる。

(3) 食糧価格の安定については「省長貞任

制」，野菜・肉・卵・魚の価格については

「市長責it制」を溝人して，価格抑制に直

接的責任を負わせる。

(4) 食糧・副食品の供給安定募金を設置する。

(5) 流通機構の簡素化など，流通改革を促進

する。

(6) 固定資産投資を抑制する。

(7) 消費を抑制して，預金の増加を図る。

(8) 国家計画委員会と国家統計局は1994年10

月から30省・市・自治区と35大中都市の物

価指数を公表し，地方トップ指導者の業績

若課の材料として川いる。

(9) 「暴利獲得行為を禁止する暫定規定」等

を発布する。

(10) 大衆組織やマス・メディアを通じて物価

を監督する。

以上の措置のうちで，物価抑制に宜接的効果

を発揮するであろうと思われるのは，行政的な

28 

価格コントロールである。とりわけ，「省長責

任制」や「市長責任制」は1988~89年の高率イ

ンフレの時にも採用されたものである（注7)。こ

の制度のもとでは． I忙1部から統計局員が物価

指数を下げるために虚偽の報告を強いられたり

するなどの弊害はあるものの，中国では政権ト

ップに責任を負わせるのが最も手っ取り早い。

1994年3月8日には，小麦粉，インディカ米，

ウルチ米，食用油．豚・牛・羊肉，卵，牛乳，

食塩，砂糖，醤油．洗剤，生活用石炭， LPガ

ス，生活用ガス．家賃，水道代，学費，保育費．

医療費，市内交通費の20種類の商品・サービス

の知売・小売価格に対して，各レベルの政府と

物価局が監督することを指示する国務院通達が

出ている（注8)。話は30年前の1963年にまでさか

のぽるが，‘り時のインフレ高進に対処するため

に，当局は穀物，綿布，メリヤス製品．のべ綿，

食塩、靴．みそ．瞥油，酢．肉，魚．食用油，

砂糖，ケーキ，野菜，マッチ，石炭，灯油，文

具，教科書，雑誌，西洋医薬，ほうろう製品．

ゴム製品，洗剤，鍋，家買，電気代．水道代．

交通費，医療費の価格統制を敷いている（注9)。

現在の価格管理はかつての価格統制と比べて

みると，工業生産の供給力が拡大し，多くのエ

業製品が現在では価格統制の対象からはずされ

ていること' -部の統制品目について価格の一＾

定枠内での変動を認めていること．供給の安定

を維持するための基金を設けたことなどの違い

がある。だが，物価統制の直接的手段としては．

基本的には同じく行政的手法に頼らざるをえな

いのが実情である。

かくして． 1994年夏頃から各地で食品に対す

る価格統制が復活していった。表8に例示した

ように，河北省．寧夏自治区，北京市．内モン
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中国価格改革の新段階

表 8 地方レベルの物価対策 (1994年）

福建省 食糧，肉，卵，野菜，水産物の価格モニター制度，都市副産品価格調節基金制度（ホテル

収入の一部， 22都市の屠殺税収人，新野菜地開発建設基金）

犬津市

河北省

6郊外県から 6rIj区へ野菜の直販，市野菜公百Jから75商店へ直接供給

8月25Hから，米，洛花生油，衛生油，豚肉(/)上限価格

寧夏 野菜16品種の卸売価格ないし小売上限価格を制定
日治区

石家荘市

北京市

上海市

貴陽市

8月末から，豚肉，鶏卵，野菜，穀物，植物油の上限価格， 22組の検査隊
、ヘ

野菜，肉，卵，穀物の卸売・小売の上限価格

自由市場の交渉部門による統一管理，自由市場面積の30％を農民直販に

20種())生活必］届品・サービス価格監督制度，米，小支粉，植物油の供給において囚fi食糧
企業ルートを通しての販売を主に

安徽省 物価抑制11標に対する市長・専門人員・県長0)責{f-;hll，食糧・副食品備蓄枯金・価格調節

基金の設立

雲南省 食糧リスク基金制度，食糧・ディーゼル油・鋼材・化学肥料に対して指導価格。生活必需

品・サーピス価格の監督， 5,000名の幹部を派遺して700の工作組を組織

内モンゴル 大衆消費向けの野菜，肉，卵に対して上限価格，自由市場における野菜・副食品の指導価
自治区

格

（出所） 『人民日報』，『紆済11ヤぬ (1994年）等の報追から筆者作成。

ゴル自治区雲南省，安徽省．伽建省，貴陽市

なとでは食糧，肉，卵，野菜，植物油などに対

する上限価格制や価格モニター方式を導入した。

天津，貴陽などは国有商店の供給を通じて価格

安定を図っている。

（注 1) 詳しくは石匝'/--「経済紺ll/i〈計画制度〉」（

中国総覧編集委員会編『中国総'i'i 1994年版』霞山会

1994年） 261ページ参照。

（注2) 朱鐙基「在社会l義巾場経済下，政府要不要

干預市場．要不要管理価格j (『価格理論与実践』 1994年

10期） 2~3ページ。

（注3) Jin Bei, "A New Stage of China's State-

Owned Enterprises Reform," in Problems and Pers-

pectives on the Reform..., pp 27-28. 

（注4) 〈中国物価年鑑〉編輯部編『中国物価年鑑

1994』北京 中国物価出版社 1994年 169ページ。

（注5) 石原享ー「中国のインフレーションと経済改

附（『アシア経済』第30巻第2号 1989年2月）。なお，

最近の具体的なインフレ要因の分析については，石原享

— rインフレ体質からどう脱皮するか」 (r中央公論』

1994年7月号臨時増刊）／同「インフレ抑制と安定成長

への課題J （藤本昭編『中国—ポスト郡小平体制の中

国一』日本貿易振興会 1995年）／南部稔・張元元編

r中国のインフレーション』勁草害房 1995年，などを

参照されたい。

(ii.6) ｛i原享一「中国の新たなインフレ要因とその

対液 1(『|1中経協ジャーナル』 1995年1月I})53~54ペ
‘‘’ 
ーン
" 

（注7) 1989年11月の中共13期5中全会で採択された

経済調整政策の一環として，中央から省・直轄市・自治

区の地方政府に対して，それぞれの状況に応じて物価抑

制の指標が下ろされた。さらに，この指標は，その下の

市や県にも下ろされる。上級政府から下ろされた抑制指

襟をもし達成できなければ，それぞれの地h政府の長は

貨i（を追及されることになった。中央の指導部は省長の

辞職をせまる場合もありうるというほとの強い決意で臨

29 
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んだ。

たとえば，新押ウイグル白治区計画委員会において，

19911fに頌行がヒアリングをしたところによると，同白

治区に対して中央から Fろされた物価抑制指擦は， 1989

年が14.5ら 1990年が8とであった。苔時，新榔では伯

1．げ申a.i制度が導人されていた。物価屈の批准がないと

値 l：げができないことになる。また、 ifi費名監視の制度

も強化した。とりわけ自由巾場において．自営業者かや

たらに値t．げしないよう屯点的にチェックしている。

なお，祈弛の1989年における実際の物価上昇率は16.7

らで，物価抑制f翔農を超えている。新弧ウイグル自治[X.

＂十画委員会 0)説明によると，中央からドろされた指標は

達成するのがかなり羅しい数値てあったという。

（注8) r価格理論与実践』 1994り4期 4ペーシ。

（注9) 「全国物価委員会下逹 t•八頬商品品袖日録的

通知」（武漠巾秘案館・武漢巾物価I心合編「物価文件選

編 1949~1983」 19851fl52～沼ペーシ。

おわりに

中国のインフレは， 1fi場の木成熟という体制

30 

転換期の構造と密接に紺，ひついている。そのよ

うな状況下で，「インフレ無害」，「インフレは

成長に有利」，「失業や低成長よりインフレがま

し」などと高度成長を煽りたてれば，火槃庫に

火種を投ずるに等しい。肝要なのは．市場メカ

ニズムがt全に機能するようになるまで，改革

・開放措附の整合性を図りつつ．経済的・社会

的混乱が起きないよう時間かせぎをすることで

ある。

価格改革についても同様で，価格統制を直ち

に撤廃しさえすれば巾場メカニズムか十全な機

能を発揮して合理的な資源配分を実現できるよ

うになるなどの，安易にして楽観的な見通しは

理論的にはともかく，現実の中国経済では成り

立たない。原則は原則として昭持するとともに，

それぞれの地域の特殊条件を考慮した行政の臨

機1心変の対応が求められている。

（神戸大学国際文化学部教授）
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中国価格改革の新段階

付表 1-A 国家物価局およひ関係部局か管理する屯L業産品価格・運貨 (1992年改は）

：ード［一分類・-［lーーロ虞[/口／管理口 ／／／一 範囲
1. 石炭

―l~- -―--.. 

1 原炭（水洗原炭を含 炭鉱渡し価格 国家物価局
む） （固定価格）

2 I水洗・精選炭 同上 同上

3 I混合炭（水洗混合炭 同上 同上
を含む）

4 I塊炭（水洗塊炭を含 同上
む）

5 I石炭くず（水洗粉炭 同上
を含む）

中央統一配分炭鉱および中央
統一配分下にある地方炭鉱

同上

同上

2． 電力［熱／ ーカ
7 熱

．．．．．．  

配電・販紀価格 国家物価局
（固定価格）

工場渡し価格 ］ 
c統一価格(})送＇屯網と地 lペ

エネルギ一部が国家 国家が投資・管理する熱供給
（固定価格） 物価局と協議 発電所

3. 石油，天然ガス

8 天然原油 工場渡し価格
（固定価格）

，
 
10 

天然ガス 同上

液化石油ガス（油田 I同上
採取も含む）

国家物価局

ニ〗？麟儡立？‘
協議ー

全企業

同上

同上

4. 石油製品

-1117髯： ：；物価局

＇ （固定価格）

12 灯油 工場渡し価格 同上
（固定価格）
配分価格 同上
（固定価格）
販売価格 同上
（固定価格）

13 Iディーゼル油 I工場渡し価格 同上
（固定価格）

帽璽鷹格）
同上

販売価格 同上
（固定価格）

全企党

1 中央レペルの供給ステーショ
ン
73カ所の中央管岬市場

全企業

中央レベルの供給ステーショ
ン

73カ所の中央管理市場

全企業

中央レペルの供給ステーショ
ン

73カ所(})中央管理市場

3I 
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管理の内容 怜理叩，；＋全企業～範匪形態）
.-.-.-.-.-.-.-.-.-.―.―.―. -．・ • • • --- -9 

-［：湯固渡定し価格 l"U: 
（ 価格）

同上 同上 同上

同上 同上 同上

同上 中国石油化工総公司 同上
か国家物価屈と協議

"‘ 

5. 化学工業品

18 | 硫化鉄鉱・精製鉱 Î` 場渡し価格 国家物価/,J 1 指定企業

..．．．-

（指導価格）

19 Iリン鉱石・精製鉱 同上 同上 同上
石

20 Iホウ鉱石 同士． 価化学局工と協業部議が国家物 l同上

21 I尿素 工場渡し価格 国家物価局 同上
（固定価格）
販元価格 |I ij | : 統一配分部分
（固定価格）

22 I硝酸農アンモニウム lり固｝渡定し価格 国家物価局 指定企業
（ 業用） （ 価格）

販光価定価格格 |"ll:. 統一配分部分
（固）

（工業用）
1 工場指渡導 し価格 国家物価局議が化学工 指定企業
（ 価格） 業部と協

23 混合肥料 | T．場隠渡し価格 国家物価局 全企業
（ 価格）
販格 詞I- 統一配分部分
（ 価格）

24 農業乳化剤 l悶^ 場渡し価格 化学l業部が国家物 指定企党
（指導価格） 価局と協議

25 硫酸 l, il l -̂ 国家物価屈 同上

26 プタジエン 同上 中国国石家油物価化工総公司 全企業
が 局と協議

27 四塩化炭索 同上 同上 同上

28 天然ゴム 同上 国家物価局 同上

29 合成ゴム Iii] I: 国家物価局 同上

30 タイヤ Ml上→ 国家物価局が化学工 指定企業
（チューブを含む） 業部と協議

.-.-.-.—.—-•-.-.—..-.-.-• l l.. ●● -.．．．．.．．．．．．．．・ -- - •-•-

6. 建築材料

：セ·”·メンー・~→ト~ヽヽ・ "”ヤ""" ・r 工•（場指渡導価し・価固格一~·．c 国家物価局 指定企業

32 



199607080035.TIF

1996doc  99.7.12 6:55 PM  ページ 607

h種

マンガン鉱石

ス

ット・ビレッ

管理の内容
（価格形態）

中国価格改革(})新段階

管理部｝，J 範 I l I.l 

37 

38 

39 

40 

耐火材料

炭素製品

工場渡し価格
（固定価格）

工場渡し価格
（指導価格）

日I

1,;JL 

I場渡し価格
（固定価格）

工場渡し価格
（指導価格）

同上

同上

41 

12 

9

9

 

鋼

鋼

鋼

板

形

平

型

鋼

43 

46 

（棒鋼，角鋼，
H型鋼みそ
鉄筋，線材）

国家物価局が冶金部
と協議

同上

鋼管（溶接鋼管．継
目無鋼管含む）

鉄道専用鋼材（レー
ルとその部品，車輪．
軸心含む）
.．．．  

8. 非鉄金属

44 銅（精製鉱，粗銅屯
解銅含む）

45 亜鉛（精製鉱，牝鉛
塊含む）

すず（精製鉱，精製
すず含む）

［場渡し価格
（固定価格または指
惇価格）

I口JI

j,iJ J. 

同上

-•- -

l̂^ 場渡し価格
（指導価格）

ril l : 

In] I 

i 111] I. 

| |i,l l 

! | r 9J I •. 

同上

同上

同上

国家物価1,＇i

全企業

同上

同上

同L

同上

同上

同上

同上

指定企業

[,ill 

1,;Jt 

同上

1 同上

同上

同上

| 9 ]l l -

司
議
公

協

価

総

と

物

家

属
局
金

価

潤

鉄

物

ヵ

議

非

家

部

協

上

上

国

国

山

と

ー

上

IIl

同

中

が

機

局

吋

同

］
 

L
-

ピ
[

r

J

同

＇

）

鉱

一

鉱

む

製

備

製

含

精

渭

り

砂

”

竺

胃

竺

ル
ノ

[

m
暉
t

暉

叫

↑

二，：

中国非鉄金属紐公II]直属企業

同上

同上

同上

中国非鉄金属総公司直属企業

全企業

同上

同上
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コ5ー2］一特三分類・こ品種 ーは霜？ 一｀ ーロ
管理部局 範囲

l同上 I全企業

以 l’̂)

53 I大型圧O力t機以
(2,00 上）

同上 同上 I同上

54 I石油ボーリング機 同上 国家物価局 i同上
(1,800m以上）

55 l固井圧裂設備 同上 同lこ 同上

56 油井掘削機 同上 同t 同t

57 油井洗浄機 同上 同上 同上

58 トラックおよびシャ 同上 国家工物価業局が中国自 指定企業
シー 動車 総公司と協

祖傘文

59 Iジープおよびシャシ 同上 同上 同l・・

60 I乗用車 工湯渡し価格 国家物価局 全企業
（売固定価格）
販価格 同l: 同t
（固定価格）

61 1 自動車エンジン 工湯渡し価格格） 中国自動車工業総公 指定企業
（指尊価 議司が国家物価局と協

62 I水カタービン発電機 同上 国家物価局 全企業
(10万kW以上）

63 I蒸気ターピン発屯機 同上 同 t 同上
(10万kW以上）

64 I蒸気タービン 同上 同上 同上
(lOJikW以上）

65 発電所ボイラー 同上 同上 同上

66 I電力変If器 同上 機屯部が国家物価局 同l••
(220kV以上） と協議

67 Iトラクター 同上 同上 同上
(40馬力以上）

68 Iディーゼル機関 同上 同上 同上
(40馬力以上）

69 Iコンバイン 同上 同上 同t
(40馬力以上）

70 I紡績機械 同上 紡と績協部議が国家物価局 I同上

口也質ボーリング機 I同上 地質鉱山部議が国家物 I同t
価局と協
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J-ー~l~ □~ ~ ~ ~ ~ ~ 消~~ ~ ~ 防~~ ~ ~ 車~~ ~ ~ 竺~~ ・~ ~ ~ 消~~ ~ ~ ~ 防',~ ~ i~ 湘

72 器材

73 I鉄道機関車車輛

74 I通信交換設備

75 煙草機械

76 民用飛行機およびエ
ンジン

77 I民用爆破器材（爆槃，
畠管．弗火線．導燦
線，石油注入器材）

10. 生産財流通価格

―□ --78 関連費用付加率およ
び費用徴収

11. 鉱物資源補償費

中[Kl価格改吊の新段階

管理の内容 竹罪部1,J 範圃
（価格形態）

[i,]_I 公安議部か国家物価局 I同上
と協

I同上 鉄と道協部議が国家物価局 I同上

l同上 郵と電協部議が国家物価局 I同上

1,;J L 国家物価J,,j 同上

l．場渡し価格 | 1 9J I - 同上
（固定価格）

| I il l.→ r,~ t 同上

価格決定式，管理費 I国家物価局
付加率，利潤率等（固

I -— 
1 省レベル以上の生産財取引企
業

定価格または指導価
格）

直接供給サービス費 Iii1] l: 
（固定価格または指
導価格）

物資部およびLk]務院各＋ー管官
庁匝属生序財取ヽ｝l企党

ヽ99 9 9 | 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 

竺三鉱り資源補償費基虹[:門徴収 ー 1 国家物価局□／／］］すへ□五汲鉱物資源
12. 水利工事水利用費およぴ水資源費

函／三水利用費 費用徴収

81 水資源費ーーロ臼:::

五． 交通運輸

82 1 鉄道貨物輸送 1連ti（固一定価囮

83 I鉄道旅客輸送（荷物， IInll 
小包，郵便物を含む）

84 I水上貨物輸送 運賃（指導価格）

| L]家物価I,,｝

ll il t 

国有鉄道

同上

国家物価局が交通部 I交通部直属の水運企業
と協議

同上 同上 同上85 

86 

水上旅客輸送

港湾費徴収 経費徴収基準 交通部が国家物価局交通部直属港湾または交通部

:9出所）：三フ物イ価／年お鑑よ〉編輯ピ詈□ご，局93年8/／パイプライノ
（固定価格） と協議 と地方政府の一｀重指導港湾

畔（指導価格） ，川家物価局か中国民 中国民航傘fの各航牢公司お
郵便物を含む）

: 空港および共通jf費徴収基準 IIi] I 

1 用航空局と協議 よび中国連航公,i]の国内線

路線経費 （固定価格） 通航空路線をもつ公Ill
民用空港，＇中＇民兼用空港，共

87 
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付表 1-B 璽工業産品価格管理の対象となる指定企業

1鉱鉱務局

．．．．． 

業名称

公司，雫台山硫

＂l,青城r鉛・亜鉛鉱，江西銅業公司，震浮
，西林鉛・亜鉛鉱，向山硫化鉄鉱，大廠鉱務

家杖子鉱務局，黄沙坪銅・亜鉛鉱，宝山銅鉱，

子鉛・而鉛鉱
．．．． 

リン鉱鉱務局， i劉陽リン鉱鉱務局，開陽リン

ホウ鉱石 鳳城ホウ鉱，斑匈ホウ鉱， fi.Oーホウ鉱

尿素
.,.,.,._.. ··1-----•,•·········..-—• •.．．．．...•心•--······

1 大慶石油化学コンビナート，貴州赤水天然ガス・化学肥料工場，南京栖霞山化学肥

料ー［場，斉魯石油化学公nl第二化学肥料工場，安慶石油化学コンビナート，雲南大
然ガス化学工湯，湖北省化学肥料工場，ウルムチ石油化学コンピナート，巴陵化学

肥料工場，広州石油化学コンビナート，河北漬州化学肥料工場，遼寧遼河化学肥料

工場，四川化学コンピナート，四川油州天然ガス化学工場，鎮海石油化学コンピナ

ート

硝酸アンモニウム 1 ＜農業用＞ 吉林化学工業公司

<t業用＞ 占林化学工業公司．大連化学］立を公司，鳥拉山化学肥料工場．南京

化学t業公iIj．石家荘化学肥料T．場，那西化学工湯．誰南化学肥料
＇・［場．柳州化学肥料工場，開封化学肥料工場，部武化学肥料工場，

広州窒素肥料工場，剣江化学肥料l̂．場，四川化学コンビナート．典

平化学肥料T場．解放軍化学肥料工場，大慶石油化学工業コンビナ

→，新謳化学肥料工場，太原化学工業公司．蘭州化学工業公司

：薬乳化蒐ロロ｀げ・工場 ---— ←------
疏酸 1南京化学工業集l、II公司，．t海呉沌化学l：場．開封化学肥料工湯，吉林化学工業公司．

タイヤ

四川化学工業コンピナート，銅陵有色金属公司，衛州化学工業公司，四川硫酸工場，
金川非鉄金属公iij，黒龍江省安達化学I業コンビナート．湖南省株州化学工業集団
公五j．江西銅業公口j．太原化学工業公口J．パオトウ市第一化学工湯，山東澁博酸製
造工場．広州アンモニア肥料T．場．広州硫酸工場，上海硫酸エ湯，大連化学工業公
司，白銀非鉄金展公司． i畜関製錬I：場．大冶非鉄金属公司，中条山非鉄金属公司．
詔関製錬工湯，：9，南製錬エ塙，甜芦島亜鉛工場
|．．．．．．．．．．，9'，．，．，．’’・ • • • • "“••9 " "'" ＂＇ 

北京タイヤT場．吉林化学公司タイヤ工場威海ゴム工業集団公司，天津タイヤエ
場．樺林タイヤ［湯，青島ゴム第二lー：場，太原タイヤ工場．上海タイヤゴム集団公

』，河南タイヤl刈｝，宮南タイヤl:｝以上海大Tゴム総［場，東風タイヤ工場． i裔
1陽第三ゴム工場，杭州ゴム工湯．桂林タイヤ工場，潅陽タイヤ総工場，安徽タイヤ

I工場．広州タイヤエ湯，噌寛タイヤ［場，貴州タイヤ工場，雲南タイヤ工場．銀川
ゴム工湯，江西ゴム工湯，

:;・  •一91鞍山鋼年乱水-；；公司．唐山鋼鉄公司，本渓鋼鉄公司．舞陽鋼鉄公司，湘渾
鋼鉄公司，武茫鍔鉄公＂ j, 合肥鋼鉄公叫昆明鋼鉄公司．首都鋼鉄公司．臨粉鋼鉄

公叫通化鋼鉄公司，馬鞍lll鋼鉄公hi．安陽銅鉄公司，貴陽製鋼鉄Tー場．パオトウ
.．．．.．.．．．．．．．.．．．．..．-• 7 ・・・・-・ 
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中国価格改革I})新段附

紺l" ,＂ 
鋼材

企茫名称

鋼鉄公nl．長城特鋼公nl．新撫製鋼l且＾場．礫枝化鋼鉄公dJ, 上海梅IlJ冶金公司．字

111鋼鉄コンヒナート．太原鋼鉄公司． 1祁刑鋼鉄コンヒナート． i［西新余鋼鉄コン t:

ナート，酒泉鋼鉄公Al．済南鋼鉄コン t:ナート，閣州製鋼I場．宜化鋼鉄公司．新加

八一鋼鉄コンビナート．大連製銅工場，項慶鋼鉄公司． i裔陽鋼鉄コンビナート．西
t駁製鋼L場，邪台鋼鉄T場．ハルt:ン圧延鋼l-^ 場．徐州鋼鉄工場．石家荘鋼鉄I場．

南京圧延鋼L場，広州鋼鉄工場．フフホト鋼鉄工場．大連第二圧延鋼工場．無錫鋼

鉄工場．水徳鋼鉄―［場．成都鋼鉄―「場．石嘴山綱鉄 l̂．場． iHOO鋼鉄l：場，略陽鋼鉄
I場． 三明銅鉄l-^場．蘇州鋼鉄l^ ー場．長治鋼鉄 I：場．南H鋼鉄l^ー場，滴陽線材工場．
北台鋼鉄工場，杭州鋼鉄 l場， iり島製鋼l場．漣源鋼鉄工場．衡陽鋼管i:::場，撫順

製鋼I場．南点鋼鉄lー場．成都継日無鋼符縫管 l且且場，チチハル製鋼l：場．沫源鋼鉄

「場．貴州ワイヤーロープ「場．人冶製鋼 I陽．西林鋼鉄工場， i割陽圧延鋼工場．
屯浚特殊鋼l^ム場． 張／占鋼鉄 1且場． 錦西鋼竹l且ー場． t海各種鋼I場， 菜蕪鋼鉄I場．
i?[］中板 l-^場． K津各挿鋼 l場．柳州鋼鉄［場，映内精密合金「場．凌源鋼鉄T，場．

’fi昌八一鋼鉄＿l：場．窃城鋼鉄 1ー場，冷水江製鉄工場

セメント 那刑セメント工場， i［IlIセメン 1、r:場，水城セメント上場，杖東セメントT→場， K
腺セメント上場， iーが明セメント［場，白馬llJセメント工場，南点長il：セメント集団

公nl，間遠セメン 1、Tー場，山束セメント実験工場，、FIn山セメント［．場，新｝l|セメ

ン1、T．場，黎塘セメント―!→＿場，伸新セメント...r:！駄天津セメント l̂．場， i闊liセメン
l、1-．場， ー冶セメント 1：場，束i［セメント E場，水登セメント［場，山束アルミエ

場・セメントT＿場，寧夏セメン 1、I場、武Illセメント工場、光化セメント 1月場，勝利

セメント Tー場，撫III(lセメント l直場．ロニ(―)セメント 1：場，琉璃河セメント［―_場，錦

西セメント工場，湘郷セメント l-．場，啓新セメント 1_＿場，大l』セメントt場，新沖

セメント L場，工源セメント L場，太原セメント 1-．場，柳州セメント工場，本沃セ

メント工場，西卓 J’lllセメント J場，渡IIセメント，―.場，小屯セメント工場．鞍鋼

セメント l．．場，峨眉セメント l-．場，大連セメント工場，牡丹江セメント Î＿場，釈il_

セメントI場．松iIセメント l^ー場，寧国セメントL場，貰州セメント工場．ハルヒ

ンセメント工場，光華セメント l.＿場，耀県セメント］―.場，江西セメント l}場，洛阻

セメント..r:}り．恨湖セメント l_＿場，魯南セメント工場，屯凌セメント 1-．場． lii海セ
メント I-．場

トラックおよびシ 第 1]動中-集団公IIl．東風自動Iれ公叫済南自動車製造コン I:::ナート，南東自動車

ャシー 製造工場

t 
-・--.ー・ ・ • --- --- -

シープおよびシャ 第ー自動車集団公Hl，北京シープ有限公9Il，済南自動車製造コンヒナート，第一ト
シー ラクター製追T＿湯．束風自動車公9il．映西自動車製造 l_＿場．

自動車工ンシン 第—-fl 動車佑団公 nl．南点自動車製造＿L-．場．北京自動車Tー業連合公司．杭州自動車

iエンジン L場．東風自動車公91J

（出所） 国家計画委員会政策研究室組『中維人民共和国計画投資価格法規全古』北京 中国検察出版

社 1995年 1155~ 1157ページ t9
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付表 2 国家物価局および関係部局が管理する軽工業商品価格 (1992年10月改訂）
········-··~·····-·······、

コード 分類・品種・規格
管理の内容
（価格形態）

管理部局 範囲

··•·············································· 

く工業品消費財＞
1 -

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．． 、・・・・・、．．．．．•-ゥ・・・ー ・・・・・・・..

1. 塩
... ·····························································~ 

l 塩（民牛用および産業 「場（塩田）渡し価格 国家物価局が軽工業部 産地
用各種原塩・加L塩） ・配分価格（固定価格） と協品

了・藁品 ー ー ニ腐冨誓益‘売価格Im -）：ニ靡帽誓悶悶・

2 I化学薬品 l具体的内容は別に定め
る

! 

3 I避妊薬・避奸H |「場護し価格・小元価 化学r:.架部，国家医薬 i全国
格（固定価格） 狩理局が国家物価局と

協議

4 牛物薬品 I.r:湯渡し価格・卸売価 国家物価局が衛生部と 同上
格・小売価格（固定価 協議
格）

5 動物用薬品 同士． 農業部が国家物価局と I同上
（アンモニア・ナトリ 協議
ウム・カフ tイン， II 
蹄疫ワクチン）

6 生化学薬品 ihlI. 商来部が国家物価局と I同1--
（人工ごおう，インシ 協品
，•リン，細胞色系 C)

3. 書籍•新聞

7
 

中央の「7紙l誌」
（『人民日報』『経済日
報』，『解放軍報』，『エ
人日報』，『光明日報』•
『中国青年報』，『参考
消息』，『求是』）

全国

／大学・中高等専門学校 ！祉．
教材
．．．．． 

く軽工業・紡績原材料＞

家教育 同l

口
国

局

~
が
価

[

同

物

繹

麟

虹

一

コ

と

カ

バ

局

部

、

夕

価

業

品

家
物

I
協

国

家

軽

と

伍

格晶
品

呻
虞

r
□

[
工

i
 

｛
繊

i

ト
{

―

紙

[
テ

m

料

[

セ

コ

ゞ

材

[

ア

ノ

草

用

タコ

き

巻

煙

了
し。ー
[
9
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中国価格改革の新段階

コートEり種・規玉L口悶誓昌
5. 紙・パルプ

管理部局 範圃

11 I北京地域の新聞用紙 I工場渡し価格 国家物価局が軽工業部遼寧省．吉林省．黒龍
（指令的計画部分につ と協議 1江省
いて指導価格．その他
は企業の自主決定）

12 木材パルプ |liJ上

i jそのうち． 化繊パルプ 11吋上
6. 合成材料

13 アルキルペンゼン 工湯渡し価格
（無機酸アルキルベン （指導価格）
ゼン，無機酸ナトリウ
ムを含む）

14 エチレン，プロピレン hl上

15 ポリエチレン L場渡し価格
（高圧．線形低密度）． （公定価格原油で生産
ポリ塩化ビニールの農 した分は固定価格．割

業用ビニール 増価格原油で生産した
分は指導価格）

16 1 安息香酸．エチレング 工場渡し価格
リコール，ポリエステ （指導価格）
）レ

17 ナイロン原料（カプロ L場渡し価格
ラクタム．ナイロン66 （指導価格）

塩）

18 ナイロン・カーテン地 M上
（ナイロン 6' ナイロ
ン66)

19 アクリル・ニトリルお 同上
よびアクリル繊維（綿．
毛状短繊維，毛糸）

7. 生糸

軽l業部が国家物価局 I吉林省
と協議

紡績1業部が国家物価I同上
局と協議

国家物価局 産地

国家物価／，Jが中国石油 同l-▲
化＿L総公司と協議

lIIl上 全国

国家物価局 産地

国家物価局が中国石油 同l:
化工総公司と協議

国家物fdliMが紡績工業 同t
部と協議

国家物価局 同上

20~午 工場渡し価格

(20/22D, 2A級） ［ （指導価格） ー1 国家物価屈 I産地
8. 金銀

21 I金精鉱，金塊鉱 工場渡し価格
（固定価格）

国家黄金管理局が国家 全国
物価局と協議
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コード 1 分類・品種・規格

rT 、99 9 9 9 9 9 9 9 9 ,．, 

銅・鉛・銀・アンチモ I同t
ンなとの精鉱に含まれ
る念，沼（鉛）陽極泥に
含まれる金，粗銅（鉛）
に含まれる金，混合金

銀精鉱・銀塊鉱・銅． I同上
鉛・金・ビスマスなど
の諮鉱に含まれる銀，
銅而鉛・銀銅・銀鉛な
どの混合精鉱に含まれ
る銀，粗銅（鉛）に含ま
れる銀混合金に含ま
れる銀

管理の内容
（価格形態）

22 I金烈製品 I買いtげ価格
配給価格（固定価格）

l m..—-•---j..--,．．．．・ •一—-
9. 関連料金および経費徴 料金某準（固定価格）
収基準

1ー 管理部局

・・-・・・・・・・ 
中国非鉄金属工業総公 IIn!上
司が国家物価局と協ふ

同上 同上

中国人民銀行が国家物 I同上
価局と協議

範囲

国家物価局が中央の関 中央の関係官庁直属の
係官庁と協議 1物資取引企業および省

以上の物資取'j|企業

（出所） 〈中［K!物価年鑑〉編輯部磁『中国物仙年鑑 1993』北取 中国物価出版社 1993年 90~91ペ
ージ。

（注） 1992年 1月の第 1次改訂案については， 国家物価局政策法規司編『中華人民共和国現行有効価
格法規規章選編』北京 中国物価出版社 1992年 226~231ページ。
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中国価格改小の新段階

付表 3 川家物価屈およひ関係部局か行理する晨産物価格 0992年改，iI)

コート 品ll・等級 怜坪の内容（価格形態）

食紺． f約買付価格（固定価格）
小女（小麦粉），ィ・----------------------------------

ンティカ米，シャ 省間配分価格（l,＇，J虻価格）
ポニカ米｀ とうも—----------------------------------
ろこし、人ー，」の各 協ふ買付・備蓄／廿保護

吟級 価格（指)9frtli格）
- - - --------- ----------------

統軌砂血l格（固定価格）

管岬部）吋

川家物価/,Jが商業部と協議

範 IIl-|

1泊業i1|； -| t産地のI|i場
-----------

川家物価｝，Jが国家食糊／蒲岳
屈と協，，義

2 I綿花：
各等級

3 | h肛',¥U)飢：
各等級

4 I tliU)繭：
各等級

5 I漢jj薬材料：
中等品質

買付価格・供給価格（固定irlfi |＿叶家物価屈
格）

配分価格（固定価格）

買付価格．配分・供給価格 I IKl家物価局か廂業部と協議 主梢地のlh場
（固定価格）

買付価格 (lhl定価格）

l |Kl家物価屈か商業部と協議 省都，自治に首府，

i i偵轄直計画単列
都巾0)市場

i?t県の市場

i惰業部

国家物価局

しゃこう竹 4品種0)買付価 I国家物価屈
格， しゃこうの小売価格（指

祁価格）

t産地の市場

i：南地の市場

6
 
固形茶

7
 

おうれん存の20品種の買付価 国家漢方株佑管理｝，J
格（指祁価格）

I片！料＇買付価格（固定価格） 国家物価1,J
-----------------

製品配分価格（固虻価格） l泊業j、i|;

買付価格・配分価格（指＃｛曲Iikl家物価屈
格）

綿 l゚｀じ（細番手改
良じ） ： 
各等級

8 統ー配分木材： 「場渡し価格（固定価格）

脱木の各等級

i：光地の市場

j:j)f'地の1n場

国家物価周

販光価格（固定価格） 国家物価局

9 I松やに・ロジン： 買付価格・ 1・ム場渡しfilti格（指 II国家物fih}，J
各等級 科価格）

黒龍江．古林、

内モンゴル．大

興安嶺林業公Iil
および中央統一

配分の割当0)あ

る省・自治ド
-- ---- -

販売地

い序地の,ti場

I(~ I搾訓叫f .... l買付価格（指導価格） I ltt|家「門四＿
（出所） 〈中国物価年鑑）編輯部釦『中国物価年鑑 1993』北りし 中国物価出版社 1993年 85ペーシ。
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